
 表１：60歳超えの週３日勤務者が社会保険料の
  　　支払いが義務が生じる時期と44年加入者特例について

今年度末の年齢 社会保険料支払い時期 44年加入者特例

 62歳以下  今年１０月から  対象外

 東京在勤の63歳以上  今年１０月から  対象

 東京以外の63歳以上  来年４月から  対象

　　　　　　　Ｎ関労東の春闘アンケート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 図１：法人減税の穴埋めに
       使われてきた消費税

　　　（1989～2014年度の累計）

消費税収

法人減税累計２５５兆円

 累計２８２兆円

表２：所得税の税率構造の推移

住民税の 所得税と住民税の

最高税率と刻み 合算最高税率（％）

1974  10～75％、19段階 18％、13段階 93

1987  10.5～70％、12段階 18％、14段階 78

1989  10～50％、5段階 15％、3段階 65

2007  5～40％、6段階 10％、1段階 50

2015  5～45％、7段階 10％、1段階 55

所得税率の刻み年

来
年
４
月
か
ら
全
員
が

月
１
万
円
程
度
の
減
収

60
歳
超
え
契
約
社
員
の
週
３

日
勤
務
者
の
う
ち
、
月
額
賃
金

（
通
勤
費
、
超
勤
手
当
、
ボ
ー

ナ
ス
等
は
含
ま
な
い
「
見
込
み

の
月
額
賃
金
」
）
が
８
万
８
千

円
以
上
と
な
り
、
こ
の
10
月
か

ら
新
た
に
社
会
保
険
料
を
支
払

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
①
今

年
度
末
の
年
齢
が

62
歳
以
下
で

時
給
１
０
０
０
円
以
上
の
労
働

者
。
②
こ
の
10
月
、
最
賃
の
引

上
げ
に
よ
り
時
給
が
９
３
２
円

と
な
っ
た
東
京
在
勤
者
で
す
。

な
お
、
時
給
９
３
０
円
の
労

働
者
は
、
月
額
賃
金
が
ギ
リ
ギ

リ
８
万
８
千
円
未
満
の
た
め
、

社
会
保
険
料
の
支
払
い
義
務
が

生
じ
る
の
は
、
来
年
４
月
に
時

給
が
９
５
０
円
に
引
上
げ
ら
れ

た
と
き
と
な
り
ま
す
（
表
１
）
。

44
年
加
入
者
特
例

62
歳
以
下
は
対
象
外

44
年
加
入
者
特
例
に
つ
い
て

は
、
今
年
９
月
以
前
に
定
額
部

分
の
支
給
を
受
け
て
き
た
人
た

ち
は
、
月
例
賃
金
が
８
万
８
千

円
以
上
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

働
き
方
は
変
わ
っ
て
い
な
い
の

に
法
律
の
変
更
に
よ
っ
て
定
額

部
分
が
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
は

大
変
な
不
利
益
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
定
額
部
分
は
今
ま
で

ど
お
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
今
年
10
月
以
降
に
、

厚
生
年
金
加
入
が
44
年
に
達
す

る
人
は
、
月
例
賃
金
が
８
万
８

千
円
以
上
あ
る
と
、
定
額
部
分

の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

15
年
よ
り
安
倍
政
権
は
年
金

カ
ッ
ト
の
た
め
に
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
を
適
用
し
た
が
、

そ
れ
で
も
名
目
の
年
金
額
が
マ

イ
ナ
ス
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
安
倍
政
権
が
国

会
に
出
し
て
い
る
法
案
は
、
賃

金
が
下
が
っ
た
ら
、
い
く
ら
物

価
が
上
が
っ
て
も
年
金
を
切
り

下
げ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
る
い
は
物
価
と
賃
金
の
両

方
が
下
が
っ
た
場
合
に
、
賃
金

の
下
げ
幅
の
方
が
大
き
け
れ
ば
、

賃
金
に
合
わ
せ
て
大
幅
に
年
金

を
切
り
下
げ
る
と
い
う
代
物
で

す
。民

進
党
の
試
算
で
は
、
14
年

の
デ
ー
タ
に
こ
の
新
た
な
ル
ー

ル
を
当
て
は
め
る
と
、
国
民
年

金
は
年
間
約
４
万
円
減
、
厚
生

年
金
で
は
な
ん
と
年
間
約
14
万

円
強
も
減
る
の
だ
と
い
う
、
と

ん
で
も
な
い
法
案
で
す
。

安
倍
政
権
は
こ
の
４
年
間
で

公
的
年
金
を
3.4
％
も
減
ら
し
、

さ
ら
に
年
金
カ
ッ
ト
法
案
や
60

歳
超
え
・
週
３
日
勤
務
者
か
ら

の
社
会
保
険
料
を
新
た
に
徴
収

な
ど
社
会
保
障
の
削
減
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。

解
決
策
は
、
年
金
の
株
式
運

用
比
率
を
増
や
す
こ
と
で
は
な

く
、
図
１
や
表
２
の
よ
う
に
大

企
業
や
金
持
ち
を
優
遇
税
制
を

や
め
元
に
戻
す
こ
と
で
す
。
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10
月
か
ら
社
会
保
険
料
の
支
払
い

あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラ、パワハラを受けた

■労働時間が延長された

□有給休暇がもらえない

■賃金の支払が遅れている

など

秘密厳守
労働相談ほっとライン
03-6806-0255

今
年

10
月
か
ら
月
額
賃
金
が
８
万
８
千
円
以
上
の
場
合
、

社
会
保
険
料
の
支
払
い
義
務
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
制
度
改
悪

に
よ
っ
て
来
年
度
以
降
は
、

60
歳
超
え
契
約
社
員
週
３
日
勤

務
者
全
員
が
、
雀
の
涙
ほ
ど
の
賃
金
か
ら
毎
月
１
万
円
前
後

の
社
会
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
表
１
）
。

10
兆
円
超
の
年
金
運
用
の
失
敗
や
、
大
企
業
等
を
優
遇
す
る

税
制
度
の
結
果
が
、
今
回
の
制
度
改
悪
の
原
因
で
す
。

年金運用失敗のツケを国民に回すな
安
倍
政
権
は

14
年

10
月
、
「
株
式
市
場
を
活
性
化

す
る
」
な
ど
を
口
実
に
、
年
金
積
立
金
の
株
式
比
率

を
、
こ
れ
ま
で
の
２
倍
の

50
％
に
ま
で
高
め
た
結
果
、

こ
の

15
カ
月
の
間
に

10
兆
円
超
も
の
公
的
年
金
積
立

金
の
運
用
損
失
を
出
し
ま
し
た
。

年
金
運
用
10
兆
円
超
の
損
失

痛
60
歳
超
え
契
約
社
員
・
週
３
日
勤
務
者14

万
円
減
の
年
金
カ
ッ
ト
法
案

怒
大
企
業
減
税
と
セ
ッ
ト
で
進
む
社
会
保
障
減



現
在
の
日
本
で
は
、
薬
の

値
段
は
政
府
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
健
保
な
ど
の

公
的
医
療
保
険
で
比
較
的
安

価
に
利
用
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
で

は
薬
の
値
段
は
製
薬
会
社
が

勝
手
に
決
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
エ
イ
ズ
薬
は

一
錠
１
６
０
０
円
だ
っ
た
も

の
が
一
挙
に
７
万
円
に
値
上

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本

で
９
万
円
程
度
の
盲
腸
手
術

は
ア
メ
リ
カ
で
は
７
０
０
万

円
、
保
険
に
入
っ
て
い
る
人

で
も
２
０
０
万
円
は
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
巨
大
製
薬
会

社
等
は
、
日
本
の
医
療
を
利

益
優
先
の
ア
メ
リ
カ
型
の
医

療
に
変
え
た
い
の
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
な
か
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
製
薬
会
社
が
、

日
本
の
薬
価
決
定
の
過
程
に

口
出
し
を
す
る
機
会
・
権
限

が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
テ
コ
に
薬
の
値
段
を
引
上

げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
日
米
２
国
間

の
交
換
文
書
で
は
、
国
民
皆

保
険
制
度
（
将
来
の
保
険
制

度
）
の
協
議
を
確
約
し
て
い

ま
す
。

こ
の
協
議
の
狙
い
は
、
日

本
の
国
民
皆
保
険
の
適
用
範

囲
を
制
限
さ
せ
、
ア
メ
リ
カ

の
医
療
保
険
会
社
が
そ
の
分

を
カ
バ
ー
し
儲
け
を
拡
大
す

る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

日
本
の
国
民
皆
保
険
を
は

じ
め
と
す
る
医
療
制
度
は
世

界
に
誇
れ
る
制
度
で
す
。
海

外
の
巨
大
企
業
の
儲
け
の
た

め
に
こ
の
制
度
を
変
え
ら
れ

な
い
よ
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
に
あ
た
っ

て
、
国
会
決
議
が
聖
域
と
し

た
農
産
物
重
要
５
品
目
の
う

ち
３
割
の
関
税
が
撤
廃
さ
れ
、

残
り
７
割
の
農
産
物
で
も
関

税
率
の
引
き
下
げ
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
協
定
発
効
７
年

後
の
再
協
議
規
定
で
、
関
税

撤
廃
に
向
け
た
協
議
が
約
束

さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
食
料
時
給
率
は

34
％
、

そ
れ
が
関
税
が
全
て
撤
廃
さ

れ
て
い
る
と

13
％
ま
で
に
落

ち
込
み
ま
す
。
も
し
、
不
作

等
で
諸
外
国
か
ら
の
輸
入
が

制
限
さ
れ
た
ら
、
暮
ら
し
そ

の
も
の
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。

自
公
政
権
は
、
国
会
決
議

の
「
国
の
主
権
を
損
な
う
よ

う
な
条
項
に
は
合
意
し
な
い
」

と
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
を
認

め
ま
し
た
。

こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
と
は
、
外

国
企
業
の
利
益
拡
大
を
最
優

先
す
る
た
め
投
資
先
の
国
を

訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
で
す
。

例
え
ば
、
米
国
と
カ
ナ
ダ
、

メ
キ
シ
コ
の
北
米
自
由
貿
易

協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
で
は
、

米
企
業
が
カ
ナ
ダ
、
メ
キ
シ

コ
両
政
府
に
対
し
、
計

53
件

の
訴
え
を
起
こ
し
、
７
件
で

勝
訴
、
４
件
で
和
解
し
、
多

額
の
賠
償
金
を
得
て
い
ま
す
。

一
方
、
米
政
府
が
訴
え
ら

れ
た
の
は

16
件
だ
け
で
敗
訴

は
な
く
、
和
解
に
応
じ
た
例

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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１
９
３
６
年
、
そ

の
時
代
を
切
り
取
っ

た

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

「
ゆ
り
か
ご
は
揺
れ

る
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

世
界
大
恐
慌
の
真
っ

只
中
、
実
話
に
基
づ

き
、
こ
の
舞
台
の
上

演
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
々
を
生
き
生
き
と
描
い
た

こ
の
作
品
は
、
群
像
劇
と
し

て
見
事
で
す
。

音
楽
家
マ
ー
ク
・
ブ
リ
ッ

ツ
ス
タ
イ
ン
、
俳
優
を
夢
見

る
少
女
オ
リ
ー
ヴ
、
演
出
家

オ
ー
ソ
ン
・
ウ
エ
ル
ズ
、
家

族
と
演
劇
を
愛
す
る
イ
タ
リ

ア
移
民
の
役
者
ア
ル
ド
、
落

ち
ぶ
れ
た
腹
話
術
師
ト
ミ
ー
、

誠
実
な
愛
国
心
か
ら
劇
場
を

告
発
す
る
公
共
事
業
促
進
局

の
受
付
嬢
ヘ
イ
ゼ
ル
、
非
ア

メ
リ
カ
的
な
内
容
だ
と
上
演

中
止
を
目
ろ
む
政
府
と
闘
う

劇
場
責
任
者
ハ
リ
ー
女
史
、

フ
ァ
シ
ス
ト
の
資
金
調
達
の

た
め
に
大
富
豪
に
取
り
入
ろ

う
と
す
る
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
、

芸
術
を
も
自
分
の
自
由
に
し

よ
う
と
す
る
若
き
ロ
ッ
ク
フ
ェ

ラ
ー
や
新
聞
王
ハ
ー
ス
ト
、

メ
キ
シ
コ
が
生
ん
だ
画
家
リ

ヴ
ェ
ラ
等
々
、
登
場
人
物
を

書
き
出
し
ら
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。

作
品
は
こ
れ
ら
の
人
々
を

突
出
さ
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
や
想
い
で
恐
慌
と
い
う

苦
し
い
時
代
を
生
き
た
姿
を

的
確
に
魅
力
的
に
描
き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
物
語
が
渾

然
一
体
と
な
り
、
表
現
す
る

事
の
素
晴
ら
し
さ
や
誇
り
を

持
つ
こ
と
の
美
し
さ
を
圧
倒

的
な
映
像
で
描
き
出
し
元
気

を
も
ら
え
ま
す
。

監
督

テ
ィ
ム
・
ロ
ビ
ン

ス
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
可

（
み
）

映画紹介 51

ク
レ
イ
ド
ル
・
ウ
ィ
ル
・
ロ
ッ
ク

１
９
９
９
年
ア
メ
リ
カ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
大
企
業
が
儲
け
る
た
め
の
協
定

＝
利
益
優
先
で
暮
ら
し
と
安
全
が
脅
か
さ
れ
る
＝

い
ま
国
会
で
審
議
し
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）
は
、
医
療
や
食
べ
物
な
ど
生
命
に
関
わ
る
問
題
を
、
多

国
籍
企
業
が
よ
り
大
き
な
儲
け
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
商
品
と

し
て
扱
う
よ
う
に
す
る
協
定
で
す
。
以
下
、
そ
の
問
題
点
を
紹

介
し
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
医
療
費
を
引
上
げ
、
医
療
を
壊
す

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
食
料
自
給
率
は
10
％
台
に
低
下

Ｎ
関
労
は
、
各
社
に
対
し

て
非
正
規
労
働
者
を
は
じ
め

と
す
る
全
社
員
に
対
し
て
10

万
円
の
ボ
ー
ナ
ス
を
増
額
す

る
要
求
書
を
提
出
し
ま
す
。

Ｎ
関
労
に
入
り
要
求
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
で
主
権
が
損
な
わ
れ
る

共
同
通
信
社
が

10
月
に
実

施
し
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
「
今
国
会
に
こ
だ
わ

ら
ず
慎
重
に
審
議
す
べ
き
だ
」

と
の
回
答
が
66
％
強
と
い
う
結

果
で
す
。

11
月
４
日
、
自
民
、
公
明
、

維
新
の
３
党
は
、
こ
う
し
た
世

論
を
無
視
し
て
衆
院
・
特
別
委

員
会
で
、
問
題
点
を
解
明
し
な

い
ま
ま
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
等
の

採
決
を
強
行
し
ま
し
た
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
慎
重
審
議
を
求
め
る
世
論
を
無
視

野
党
時
代
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
断

固
反
対
し
て
い
た
自
民
党

ボーナスの増額要求

累計3兆円超の自社株買い


